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『
健
康
に
老
い
る
』

太
田

篤
幸
さ
ん

次
に
、
膝
痛
で
す
が
、
家

の
中
で
一
番
膝
に
負
担
の
架

か
る
と
こ
ろ
は
、
階
段
で
す
。

今
あ
る
階
段
に
、
高
さ
半
分

の
補
助
階
段
を
付
け
ま
す
。

作
業
量
＝
重
量
×
距
離
で
表

し
ま
す
。
階
段
で
は
、
常
に

体
重
（
６
０
㎏
）
が
足
に
架

か
り
ま
す
。
補
助
階
段
を
付

け
る
と
、
半
分
の
（
３
０

㎏
）
で
済
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。私

は
、
手
製
で
家
に
付
け

て
み
ま
す
と
、
昇
り
降
り
が

非
常
に
楽
に
な
り
ま
し
た
。

腰
痛
も
膝
痛
も
急
に
動
作

を
起
す
の
が
一
番
悪
く
、
上

記
の
対
策
で
絶
対
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
私
は
、
ほ
と
ん

ど
気
に
か
け
な
く
て
も
い
い

ほ
ど
、
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

老
い
と
と
も
に
、
若
い
頃

に
楽
に
出
来
た
こ
と
が
、
辛

く
な
っ
て
き
ま
す
。

最
近
、
健
康
寿
命
の
考
え

方
が
重
要
視
さ
れ
て
い
て
、

健
康
的
に
歳
を
と
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
為
に
は
、

常
に
家
の
中
を
観
察
し
、
不

安
要
素
を
自
分
で
解
消
し
て

い
く
観
点
が
必
要
で
す
。

一
方
、
日
常
生
活
で
は
、

歳
と
と
も
に
、
腰
が
痛
い
、

膝
が
痛
い
と
、
い
ろ
い
ろ
な

疾
患
が
出
て
き
ま
す
。

私
の
素
人
療
法
を
少
し
紹

介
し
ま
す
と
、
ま
ず
、
腰
痛

対
策
で
す
が
、
テ
ニ
ス
ボ
ー

ル
又
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

の
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
（
百
均
で

二
個
セ
ッ
ト
の
網
入
り
が
あ

る
）
を
、
椅
子
に
座
る
と
き

に
、
腰
に
当
て
て
座
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
操
作
時
に
特
に
有

効
で
、
姿
勢
を
正
す
の
に
有

効
で
す
。
（
写
真
参
考
）

無
我
夢
中
で
人
生
を
駆
け

て
き
て
、
気
が
付
い
た
ら
も

う
八
十
歳
を
越
え
る
こ
と
と
、

な
り
ま
し
た
。

趣
味
で
初
め
た
油
絵
は
、

描
き
始
め
て
か
ら
四
十
年
間

強
、
そ
の
間
、
古
希
記
念
、

傘
寿
記
念
と
二
冊
の
画
集
を

発
行
し
、
記
念
展
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
絵
を
描
く
こ

と
が
生
活
の
メ
イ
ン
と
な
り
、

各
会
所
属
、
絵
画
教
室
へ
の

参
加
等
で
、
多
く
の
友
達
に

恵
ま
れ
、
充
実
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

私
の
場
合
、
風
景
画
が
主
で
、

現
地
に
絵
を
描
き
に
行
く
旅

に
出
る
楽
し
さ
と
、
美
し
い

風
景
、
綺
麗
な
空
気
を
身
体

に
浴
び
て
、
体
力
的
に
も
精

神
的
に
も
、
健
康
に
い
い
も

の
と
思
い
ま
す
。

『祝！ ご長寿』

祝
・
喜
寿

（
昭
和
２
０
年
生
ま
れ
）

桑
名
市

大
井

政
幸

さ
ん

若
原

信
夫

さ
ん

い
な
べ
市

藤
田

実

さ
ん

伊
藤

し
ま
子
さ
ん

三
重
郡
菰
野
町

内
田

利
弘

さ
ん

四
日
市
市

三
田

勉

さ
ん

岡
本

一
見

さ
ん

伊
藤

国
夫

さ
ん

野
呂

は
る
子
さ
ん

中
村

幸
三
郎
さ
ん

辻

久
雄

さ
ん

森
東

巳
男

さ
ん

藤
本

菊
水

さ
ん

下
谷

喬

さ
ん

佐
藤

以
登
子
さ
ん

伊
藤

光
政

さ
ん

鈴
鹿
市

坂
﨑

勝
治

さ
ん

中
川

正
昭

さ
ん

岩
井

司

さ
ん

西
城

薫

さ
ん

浜
浦

信
也

さ
ん

松
阪
市

中
島

哲
良
さ
ん

（
以
上
二
二
名
）

祝
・
米
寿

（

昭

和

９

年

生

ま

れ
）

桑

名

市

天

野

澄

利

さ

ん

三

重

郡

菰

野

町

川

嶋

康

通

さ

ん

四

日

市

市

萩

原

ま

さ

え

さ

ん

中

村

和

彦

さ

ん

長

野

茂

之

さ

ん

福

本

吉

俊

さ

ん

服

部

了

さ

ん

渡

辺

平

さ

ん

竹

本

淑

子

さ

ん

加

田

辰

男

さ

ん

鈴

鹿

市

宮

崎

勇

さ

ん

太

田

邦

男

さ

ん

（

以

上

十

二

名
）

ご

長

寿

お

祝

い

申

し

上

げ

ま

す
。

尚
、

令

和

四

年

十

二

月

三

一

日

現

在

に

お

け

る

満

年

齢

に

て

掲

載

さ

せ

て

頂

い

て

お

り

ま

す
。

米

寿

の

皆

様

に

は
、

お

祝

い

品

を

お

送

り

い

た

し

ま

す
。

【
新
入
会
員
紹
介
】

亀
山
市

令
和
四
年
五
月

伊
藤

裕
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
会
員
訃
報
】

四
日
市
市

令
和
四
年
七
月

宇
佐
美

賢
三
さ
ん
（
九
五
歳
）

令
和
四
年
十
月

石
川

浩
次
さ
ん

（
九
四
歳
）

鈴
鹿
市

令
和
四
年
九
月

鈴
木

巳
義
さ
ん
（
八
九
歳
）

三
重
郡
菰
野
町

令
和
四
年
十
一
月

山
口

香
さ
ん
（
七
三
歳
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

【

友

の

会

事

務

局

よ

り

コ

ロ

ナ

感

染

に

つ

い

て

の

お

願

い
】

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

・

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

等

に

注

意

し

感

染

拡

大

に

充

分

に

配

慮

し

活

動

を

お

願

い

致

し

ま

す
。

＊皆様も友の会だより

にペット・趣味を紹介

してみませんか？

お問い合わせにつきま

しては、広報の稲垣ま

で！携帯090.7689.6989

まで

【
友
の
会
緊
急
連
先
】

会
員
様
・
ご
家
族
様
、
連
絡
事

項
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
の

連
絡
先
迄
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長0

8
0
.
6
9
1
8
.
9
3
7
3

労
働
組
合

0
5
9
.
3
3
0
.
1
5
0
4

太田さんへの連絡先は、下記の

住所へ・・

愛知県愛西市佐屋町
亥新田４４

今
さ
ら
で
は
あ
る
が
令
和

四
年
米
国
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
翔
平
選

手
の
二
刀
流
で
の
活
躍
は
素

晴
ら
し
い
。
も
し
、
エ
ン
ゼ

ル
ス
が
沖
縄
県
で
キ
ャ
ン
プ

を
す
る
時
が
有
っ
た
ら
、
是

非
共
見
に
行
き
た
い
。

米
国
が
野
球
シ
ー
ズ
ン
に

入
る
と
、
私
は
毎
日
の
Ｂ
Ｓ

テ
レ
ビ
放
送
が
本
当
に
楽
し

み
だ
。
た
だ
米
国
の
大
き
な

国
土
は
、
時
差
の
関
係
な
の

か
、
放
送
時
間
は
ま
ち
ま
ち

で
、
新
聞
の
テ
レ
ビ
欄
を
注

意
し
て
見
て
い
な
い
と
い
け

な
い
。
早
朝
五
時
か
ら
の
ラ

イ
ブ
放
送
で
、
気
が
付
く
と

ほ
と
ん
ど
放
送
終
了
真
際
で

悔
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
も

あ
る
。
私
に
と
っ
て
新
聞
の

B
S
テ
レ
ビ
欄
は
、
ニ
ュ
ー

ス
欄
よ
り
も
大
切
な
部
分
な

の
で
あ
る
。

B
S
テ
レ
ビ
欄
を
見
て
、

面
白
い
番
組
を
見
つ
け
た
。

「
ピ
ア
ノ
」
と
し
か
書
い
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
十
五
分

番
組
だ
が
、
実
際
は
街
角
ピ

ア
ノ
と
か
空
港
ピ
ア
ノ
・
駅

ピ
ア
ノ
等
と
い
う
番
組
名
で

あ
る
。
文
字
通
り
其
処
に
置

い
て
あ
る
ピ
ア
ノ
で
、
誰
で

も
楽
し
む
こ
と
が
出
来
、
キ

チ
ン
と
調
律
さ
れ
て
い
る
。

中
部
空
港(

セ
ン
ト
レ
ア)

に

も
置
か
れ
て
い
る
。
三
才
位

か
ら
九
0
才
位
の
方
ま
で
、

ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
人
は
楽
し

ん
で
い
る
様
だ
。
N
H
K
は

そ
の
ピ
ア
ノ
に
カ
メ
ラ
数
台

を
取
り
付
け
て
、
そ
の
姿
や

楽
し
む
理
由
な
ど
を
編
集
し

て
い
る
。
仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ

後
の
ス
ト
レ
ス
を
癒
し
て
く

れ
た
り
、
恋
人
へ
の
愛
情
を

ピ
ア
ノ
で
表
現
し
た
り
、
亡

く
な
っ
た
家
族
を
思
っ
て
弾

く
人
も
い
る
。

私
は
楽
器
は
全
然
だ
め
で

音
符
も
読
め
な
い
。
ピ
ア
ノ

は
「
ね
こ
踏
ん
じ
ゃ
っ
た
」

の
さ
わ
り
だ
け
。
で
も
街
角

ピ
ア
ノ
を
見
て
い
る
と
、
こ

の
歳
で
覚
え
て
み
た
い
気
も

す
る
。
指
先
の
運
動
だ
し
、

両
手
も
使
う
の
で
、
脳
ト
レ

に
も
よ
い
か
な
と
思
う
。
ど

な
た
か
ピ
ア
ノ
を
嗜
む
方
、

教
え
て
く
だ
さ
い
。

森
川

スマートフォンで

友の会だよりを見てみよう！

①
検
索
画
面
（
ヤ
フ
ー

等
）
を
表
示
さ
せ
る
。

こ
の
部
分
を
タ
ッ
チ
す
る
。

②
こ
こ
に
、
富
士
電
機
友

の
会
と
入
力
し
、

③
こ
こ
を
（
虫
眼
鏡
）

タ
ッ
チ
す
る
。

④
こ
の
画
面
が
表
示
さ
れ

富
士
電
機
三
重
退
職
者

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
タ
ッ
チ

す
る
。

⑤
こ
の
画
面
が
表
示
さ
れ

る
の
で
、
三
本
線
を
タ
ッ

チ
す
る
。

⑥
こ
の
画
面
が
表
示
さ
れ
、

こ
こ
を
（
友
の
会
だ
よ

り
）
を
タ
ッ
チ
す
る
。

⑦
こ
の
画
面
に
な
り
、
こ

の
部
分
を
タ
ッ
チ
す
る
と

友
の
会
だ
よ
り
が
閲
覧
で

き
ま
す
。
（
過
去
の
掲
載

も
見
れ
ま
す
。


